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令
和
元
年
９
月
定
例
会

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
！

平成30年度一般会計歳入歳出決算

　令和元年第10回９月定例会は、９月10日～12日までの３日間の
会期で行われました。
　提案された報告２件、各会計の決算認定６件、条例の制定２件、条
例の改正７件、各会計の補正予算６件、町復興計画の策定１件、土
地の取得１件、町道の認定１件・廃止１件・変更３件、教育委員の
任命同意１件、人権擁護委員候補者の推薦２件と、委員会発議１件
の計34件について、慎重に審議された結果、すべて原案どおり認定・
可決・同意されました。

≪歳入総額≫	 211億 4,762 万1,025 円

≪歳出総額≫	 196 億 1,332 万 2,540 円

≪歳入歳出差引額≫	 15 億 3,429 万 8,485 円

≪翌年度へ繰越すべき財源≫	 ７億 9,478 万 7,357 円

≪実質収支額≫	 ７億 3,951 万 1,128 円

◆主な事業

　屋内体育施設整備事業 /	 25 億 8,053 万 6,000 円

　カントリーエレベーター施設整備事業 /	25 億 7,482 万 0,000 円

　商業施設整備事業 /	 13 億 8,427 万 5,000 円

� ◆認定【賛成全員】

今
秋
か
ら
稼
働
し
た
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

４月にオープンした屋内体育施設「スカイアリーナ」
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平成30年度特別会計歳入歳出決算

土地の取得

報　　告

条例の制定

国民健康保険特別会計
≪歳入総額≫　　　 � 19億6,425万8,575円

≪歳出総額≫　　　 � 18億8,605万8,858円

≪歳入歳出差引額≫　　  � 7,819万9,717円

　　　　　　　　� ◆認定【賛成全員】

住宅用地造成事業特別会計
≪歳入総額≫　　　   �７億7,852万0,192円

≪歳出総額≫　　　   �７億0,644万4,216円

≪歳入歳出差引額≫　　  �7,207万5,976円

　　　　　　　　� ◆認定【賛成全員】

後期高齢者医療特別会計
≪歳入総額≫　　　　 　 �3,502万9,819円

≪歳出総額≫　　　 　　 �3,472万2,201円

≪歳入歳出差引額≫　　　　 � 30万7,618円

　　　　　　　　� ◆認定【賛成全員】

産業再生エリア整備事業
� （第３期）用地

◆所　　在　下繁岡字野中沢16番１ 外22筆

◆面　　積　41,435㎡（地目：田　外）

◆取得価格　9,146万4,950円

◆地権者数　８名

� ◆可決【賛成全員】

会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例
●�地方公務員法等の施行に伴い、会計年度任用

職員の任用等に関する規定を整備するため制

定。

� ◆可決【賛成全員】

森林環境譲与税基金条例
●�森林整備とその促進を図るため譲与される

森林環境譲与税を財源とする基金を設置す

るため制定。

� ◆可決【賛成全員】

平成 30 年度一般財団法人
楢葉町振興公社の経営状況報告

≪収入合計≫� 4億5,834万2,658円

≪支出合計≫� 4億8,529万3,334円

≪差 引 額≫� ▲2,695万0,676円

平成 30 年度一般社団法人
ならはみらいの経営状況報告
≪収入合計≫　　　    2億7,813万6,898円

≪支出合計≫　　　    2億7,813万6,898円

≪差 引 額≫� 0円

下水道事業特別会計
≪歳入総額≫　　　 � ５億7,632万2,531円

≪歳出総額≫　　　 � ５億3,858万5,279円

≪歳入歳出差引額≫　　  � 3,773万7,252円

　　　　　　　　� ◆認定【賛成全員】

介護保険特別会計
≪歳入総額≫　　　   �10億5,617万2,792円

≪歳出総額≫　　　   � ９億4,348万9,256円

≪歳入歳出差引額≫　　�１億1,268万3,536円

　　　　　　　　� ◆認定【賛成全員】

4月に再オープンした道の駅ならは
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手
数
料
徴
収
条
例

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に

お
け
る
証
明
書
の
自
動
交
付
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
に
伴
い
改
正
。

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

土
地
開
発
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例

●
大
規
模
な
土
地
取
得
に
係
る
事

業
の
減
少
に
伴
い
基
金
の
額
を
減

額
す
る
た
め
改
正
。

�

　

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

印
鑑
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例

●
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の

改
正
及
び
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
に
お
け
る
自
動
交
付
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
に
伴
い
改
正
。

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改

正
に
伴
い
、
子
育
て
を
行
う
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
改
正
。

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

道
路
占
用
料
徴
収
条
例

●
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
等
に
伴
い
改
正
。　

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

ス
ポ
ー
ツ
公
園
条
例
等

の
改
正

●
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
伴
い
改
正
。　

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

町
立
こ
ど
も
園
条
例

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改

正
に
伴
い
、
子
育
て
を
行
う
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
改
正
。　

�
◆
可
決
【
賛
成
全
員
】あおぞらこども園

条例の改正

補正予算

一般会計（第４号）
≪補正額≫　　　 � 19億7,142万円の増額

≪予算総額≫　　　 � 152億6,100万円

◆主な事業

　産業再生エリア整備事業/� ５億8,737万円

　波倉線道路改築工事/　　� ２億0,508万円

　� ◆可決【賛成全員】

下水道事業特別会計（第１号）
≪補正額≫　　　 � 3,696万７千円の増額

≪予算総額≫　　　 � ５億6,018万８千円

◆主な事業

　一般会計繰出金/� 3,773万７千円

　� ◆可決【賛成全員】

介護保険特別会計（第２号）
≪補正額≫　　　 � １億1,700万円の増額

≪予算総額≫　　　 � 10億9,279万３千円

◆主な事業

　介護給付費準備基金積立金/� 8,015万円

　� ◆可決【賛成全員】

国民健康保険特別会計（第１号）
≪補正額≫　　　 �  8,604万６千円の増額

≪予算総額≫　　　 � 15億1,317万４千円

◆主な事業

　一般保険者療養給付費 /� 7,077 万１千円

� ◆可決【賛成全員】

住宅用地造成事業特別会計（第１号）
≪補正額≫　　　 � １億2,584万８千円の増額

≪予算総額≫　　　 � １億2,683万８千円

◆補正事業

　一般会計繰出金/� １億2,584万８千円

　� ◆可決【賛成全員】

後期高齢者医療特別会計（第１号）
≪補正額≫　　　 � 30万７千円の増額

≪予算総額≫　　　 � 3,204万４千円

◆補正事業

　一般会計繰出金/� 30万７千円

　� ◆可決【賛成全員】
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　請願・陳情書の記載内容や添付書類などに不

備がある場合、受け付けが出来ないことがござ

いますので、ご注意ください。

請願・陳情書を提出される方へ

《留意事項》

・�一つの案件ごとに作成してください。

・�提出年月日、住所、氏名、電話番号を記載し押印をお願

いします。

・�請願者が多数の場合は、ほか○○名と付記し、別紙とし

て、全員分の住所、氏名、押印がされている連名書また

は同意書等を添付してください。

・�請願には必ず、議員1名以上の署名押印が必要（陳情の

場合必要なし）です。

・�内容には、何をどの様に処理して欲しいか等具体的に

明記してください。

・�意見書や要望書等の提出を求める場合は、その案文を

必ず添付してください。

・�提出は、次期定例会のおよそ10日前までに提出をお願

いします。

・�その他、関係する書類等があれば添付してください。

全面開通が待たれる浜街道

復
興
計
画
の
策
定

町
道
の
認
定
／
廃
止
／
変
更

委

員

会

発

議

同　
　

意

諮　
　

問

〈
第
二
次
〉
第
三
版

●
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
総
括
し
、

「
新
生
な
ら
は
」
の
実
現
を
目
指
す
、

新
た
な
基
本
計
画
を
策
定
。　

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

林
東
２
号
線
の
認
定

●
県
道
広
野
小
高
線
バ
イ
パ
ス
工
事

に
伴
い
移
管
さ
れ
る
区
間
を
町
道
と

す
る
。

起
点

：

下
繁
岡
字
林
東
37
番
９

終
点

：

下
繁
岡
字
林
東
89
番
８　

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

宿
田
・
河
口
線
外
５
路
線

の
廃
止

●
津
波
で
被
災
し
、
一
般
交
通
の
用

に
し
な
い
町
道
を
廃
止
す
る
。

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

波
倉
線
外
６
路
線
の
変
更

●
県
道
広
野
小
高
線
バ
イ
パ
ス
工
事

に
伴
い
、
波
倉
線
外
６
路
線
の
起
終

点
、
路
線
名
等
を
変
更
。

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

な
ら
は
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
線

外
１
路
線
の
変
更

●
な
ら
は
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
線
と

熊
野
・
今
中
線
を
連
結
す
る
た
め
、

な
ら
は
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
線
外
１

路
線
の
起
点
及
び
終
点
を
変
更
。

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

中
満
・
天
神
岬
線
外
３
路
線
の

変
更

●
中
満
・
天
神
岬
線
改
築
工
事
に
伴

い
、
本
路
線
外
３
路
線
の
起
終
点
、

路
線
名
等
を
変
更
。

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

町
長
の
専
決
処
分
事
項
の

指
定

●
発
議　

議
会
運
営
委
員
会

●
50
万
円
以
下
の
損
害
賠
償
に
係
る

事
件
及
び
議
会
の
議
決
を
経
て
締
結

し
た
請
負
契
約
の
少
額
な
契
約
金
額

の
増
減
に
つ
い
て
、
町
長
の
専
決
処

分
事
項
に
追
加
指
定
す
る
。　
　
　

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

教
育
委
員
の
任
命

●
小
薬　

厚　

氏
（
上
繁
岡
）

●
任
期
満
了
に
伴
い
再
任
。　

�

◆
同
意
【
賛
成
全
員
】

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

●
安
藤　

英
明　

氏
（
下
小
塙
）

●
任
期
満
了
に
伴
い
再
任
。

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】

●
佐
藤　

雄
二　

氏
（
北　

田
）

●
前
任
者
任
期
満
了
に
伴
い
新
任
。

�

◆
可
決
【
賛
成
全
員
】
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令和元年第９回８月臨時議会　　　　� 会期 令和元年８月29日

委員会構成が新しくなりました!!

臨　時　議　会

工事請負契約締結 選　　　任

薬局整備工事
　●契約相手  合資会社諸橋建設工業

　●契約金額  7,236 万円

　●概　　要　�北田字中満地内に新たに薬局を整

備する。業務運営者は、今後公募

し決定する。

 　� ◆可決【賛成全員】

常任委員の選任
　●任期満了に伴い選任。

　※下段のとおり

議会運営委員の選任
　●任期満了に伴い選任。

　※下段のとおり

議会運営委員会
◎ 猪　狩　　　守
〇 結　城　政　重

関　本　範　貞
宇佐見　雅　夫
古　市　福　男

総務環境常任委員会
◎ 宇佐見　雅　夫
〇 岩 間 尊 弥

大和田　　　信
猪 狩 　 守
古　市　福　男

原子力発電所
安全対策常任委員会

◎ 草 野 公 雄
〇 大和田　　　信

岩 間 尊 弥
関 本 範 貞
宇佐見　雅　夫
結 城 政 重

東日本大震災及び原子力
災害に関する特別委員会

◎ 結 城 政 重
〇 猪 狩 　 守

※議長を除く全議員

経済福祉常任委員会
◎ 関 本 範 貞
〇 草 野 公 雄

鈴 木 恒 男
渡 邉 修 三
結 城 政 重

◎ ＝ 委員長
○ ＝ 副委員長

≪任期≫令和元年９月１日～令和３年８月31日
（2年間）
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令和元年第11回10月臨時議会　　　� 会期 令和元年10月11日

臨　時　議　会

専決処分の報告（契約変更）

工事請負契約締結

工事請負契約変更

甘藷貯蔵施設等敷地造成工事
　●契約相手  株式会社五大

　●変 更 前　１億 7,604 万円

　●変 更 後　１億 7,930 万円�（326 万円増額）

　●増額理由  消費税率の引上げによる増額。

羽山堰掛外基盤整備工事
　●契約相手  株式会社ユタカ建設

　●契約金額  7,920 万円

　●概　　要　�羽山用水路外のゲート補修等及び
下井出、萩平、大谷寺下地区の農
地基盤整備工事。　　　　　　　

　� ◆可決【賛成全員】

笑ふるタウンならは災害公営住宅
再生可能エネルギー設備導入工事
　●契約相手  積水ハウス株式会社

� 仙台シャーメゾン支店

　●変 更 前　４億 7,844 万円

　●変 更 後　４億 8,730 万円（886 万円増額）

　●増額理由  消費税率の引上げによる増額。

　　　　　　　　� ◆可決【賛成全員】

トマト栽培施設整備工事
　●契約相手  株式会社ヰセキ東北

　●変 更 前　５億 2,380 万円

　●変 更 後　５億 3,350 万円（970 万円増額）

　●増額理由  消費税率の引上げによる増額。

　　　　　　　　� ◆可決【賛成全員】

下繁岡地区基盤整備工事
　●契約相手  加藤建設株式会社

　●契約金額  1 億 0,560 万円

　●概　　要　�下繁岡地区の農地基盤整備工事。

� ◆可決【賛成全員】

前原地区仮置場撤去工事
　●契約相手  草野建設株式会社

　●変 更 前　5,659 万２千円

　●変 更 後　5,764 万０千円 �（104万８千円増額）

　●増額理由  消費税率の引上げによる増額。

薬局整備工事
　●契約相手  合資会社諸橋建設工業
　●変 更 前　7,236 万円
　●変 更 後　7,370 万円� （134 万円増額）
　●増額理由  消費税率の引上げによる増額。

林業専用道七曲巻返線開設工事
　●契約相手  株式会社五大

　●契約金額　6,545 万円

　●概　　要  �山田岡字七曲巻返地内に林業専用
道を開設する工事。

� ◆可決【賛成全員】

甘藷用トラクター及びアタッチメント
（その２）機械購入
　●契約相手  株式会社南東北クボタ 双葉営業所

　●変 更 前　3,626 万 6,400 円

　●変 更 後　3,693 万 8,000 円
� （67 万 1,600 円増額）

　●増額理由  消費税率の引上げによる増額。
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日　付 ８　　　　月

１

第8回8月議会臨時会

議会全員協議会（楢葉町復興計画<第二
次>第三版（案）について）

４ 福島第一廃炉国際フォーラム（富岡町）

６

双葉地方町村会・議会議長会合同要望活
動（復興庁　ほか）

楢葉町・富岡町の復興に向けた緊急要望
活動（経済産業省　ほか）

７
東日本大震災及び原子力災害に関する特
別委員会（原子力発電所の安全に関する
ことについて）

８
全国原子力発電所立地議会サミット実行
委員会（東京都）

10
白ハトグループ加工工場、しろはと
ファーム貯蔵施設視察（宮崎県）

11
壱岐市との友好姉妹都市提携調印式（長
崎県壱岐市）

15
町内野球大会「絆」（盆野球大会）開会
式（SOSO.Rならはスタジアム）

21
福島県町村議会正副議長、事務局長研修
会（福島市）

24
双 葉 地 方 還 暦 軟 式 野 球 大 会 開 会 式

（SOSO.R ならはスタジアム）

26-28
東日本大震災及び原子力災害に関する特
別委員会視察調査（富山県舟橋村）

29 第9回8月議会臨時会

31
福島ファイヤーボンズチャリティーマッチ

（ならはスカイアリーナ）

日　付 ９　　　　月

３ 議会運営委員会

５- ６ 議会合同委員会

８ 議長杯パークゴルフ大会（広野町）

９
カントリーエレベーター及び自動ラック
式米農業用低温倉庫稼働式

10-12 第10回９月議会定例会

15 木戸八幡神社例大祭

17 小泉環境大臣来庁

18
楢葉町敬老会

田中復興大臣来庁

28 あおぞらこども園運動会

30

東日本大震災及び原子力災害に関する特
別委員会（除染仮置場の現状）

天神岬スポーツ公園を核とする交流人口
拡大に関する調査特別委員会

（サイクリングターミナル）

横山復興副大臣と議会議長との意見交換
会（福島市）

日　付 10　　　　月

３
双葉地方町村会・議会議長会合同要望活
動（復興庁　ほか）

５ ふたばワールド2019 inＪヴィレッジ

７ 楢葉町婦人会と議会との意見交換会

８
宮崎県都農町議会総務産業建設常任委員
会行政視察

９ 議会運営委員会

10 双葉郡戦没者追悼式（広野町）

11 第11回10月議会臨時会

15 楢葉町戦没者追悼式・慰霊祭

18
東日本大震災及び原子力災害に関する特
別委員会（スカイアリーナの実態調査）

19 楢葉南北小学校学習発表会

20 楢葉町消防団秋季検閲式

23
全国原子力発電所所在町村協議会全体会
議（東京都）

25 川内村村制130周年記念式典

26 楢葉中学校文化祭「ゆずり葉祭」

29

東日本大震災及び原子力災害に関する特
別委員会（オフサイトセンターの実態調査）

静岡県磐田市議会議員行政視察

議 会 の 足 跡【８月～10月】

10／７ 婦人会との意見交換会



　９月定例会では、３議員が一般質問を行い、町

の対応や考え方などを問いました。

　その質疑応答の要点をお知らせします。

３議員が質問

１ 岩間　尊弥　議員・・・・10ページ

　○東京オリンピック、聖火リレーについて

　○健康増進とスポーツの振興について

２ 結城　政重　議員・・・・11ページ

　○�第二原子力発電所の廃炉について

３ 宇佐見雅夫　議員・・・・12ページ

　○町の教育方針について

　○スポーツ施設の利用拡大を目指す取り組み

　　について

いっぱん
質問
町
政
を
問
う
！

い
っ
ぱ
ん
質
問
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い
っ
ぱ
ん
質
問

町
政
を
問
う
！

岩
間　

尊
弥　

議
員

◆�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
聖
火
リ

レ
ー
に
つ
い
て

　

２
０
２
０
年
７
月
開
会
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
復
興
五
輪
」

と
位
置
付
け
ら
れ
、
聖
火
リ
レ
ー
の
国
内

の
ス
タ
ー
ト
地
が
、
我
が
楢
葉
町
の
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
決
定
し
た
。

問　

聖
火
リ
レ
ー
の
町
内
の
詳
細
な
ル
ー

ト
と
走
行
距
離
は
。

答
（
町
長
）
現
在
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

（
以
下
、「
組
織
委
員
会
」）
に
お
い
て
、
全

国
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
や
距
離
に
つ
い
て

検
討
中
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
詳
細
が

示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
年
の
12
月
末
に
公

表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問　

ル
ー
ト
の
決
定
に
当
た
り
、
町
は
組

織
委
員
会
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
働
き
か
け
を
し
て
き
た
の
か
。

答
（
復
興
推
進
課
長
）
ル
ー
ト
は
組
織
委

員
会
が
選
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
元
の

意
見
を
聞
い
て
選
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問　

聖
火
リ
レ
ー
出
発
式
で
の
町
独
自
の

取
り
組
み
は
。

答 

（
町
長
）
３
月
26
日
の
本
町
で
の
日
程

は
、
ま
ず
、
東
京
大
会
の
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ー

ト
式
が
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
後
、
町
内
を
聖
火
が
リ
レ
ー
さ
れ
る
と

い
う
、
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ー
ト
式
で
は
、
会
場
周
辺

で
の
町
民
参
画
に
よ
る
盛
り
上
げ
や
Ｐ
Ｒ

活
動
を
検
討
し
て
お
り
、
聖
火
リ
レ
ー
に

つ
い
て
は
、
今
後
示
さ
れ
る
町
内
の
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

沿
道
で
の
町
民
に
よ
る
応
援
の
実
施
を
検

討
し
て
い
る
。

提
言　

当
日
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
す
る

等
し
て
、
沿
道
を
全
町
民
で
埋
め
尽
く
し
、

小
旗
を
振
っ
て
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
。

問　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
の
町
独
自
の

取
り
組
み
は
。

答
（
町
長
）
啓
発
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
な

ど
を
町
内
の
主
要
箇
所
に
設
置
し
、
聖
火
リ

レ
ー
と
東
京
大
会
へ
の
気
運
醸
成
を
図
る
。

ま
た
、
大
会
開
催
中
は
、
交
流
館
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
を
利
用
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
復
興
五
輪

で
あ
り
、
聖
火
は
「
復
興
の
火
」
と
位
置

寄
ら
な
い
よ
う
な
場
所
に
喫
煙
所
と
し
て

簡
易
に
設
置
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

問　

法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
受
動
喫
煙
防

止
は
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
に
変
わ
る
わ
け

で
、
囲
い
の
あ
る
し
っ
か
り
し
た
喫
煙
所

を
人
の
集
ま
る
場
所
に
整
備
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
（
総
務
課
長
）　

今
後
早
急
に
、
分
煙
が

徹
底
さ
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問　

ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
で
の
各
種
大
会
の

開
催
実
績
は
。

答
（
教
育
長
）
町
や
双
葉
郡
主
催
に
よ
り
、

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
２
回
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
１
回
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
実
績
は
。

答
（
教
育
長
）
男
子
フ
ッ
ト
サ
ル
日
本
代

表
候
補
や
福
島
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ン
ズ
を
は

じ
め
、
実
業
団
、
学
生
、
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
等
の
団
体
が
利
用
し
て
い
る
。

問　

低
料
金
で
宿
泊
で
き
る
宿
泊
施
設
が

あ
れ
ば
と
思
う
が
、
合
宿
所
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答
（
教
育
総
務
課
長
）
現
時
点
で
は
、
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
な
ど
既
存
の
環
境
を
最
大
限
に
活
用
し

な
が
ら
、
今
後
、
合
宿
所
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
の
新
国
立
競

技
場
と
同
様
に
、
ス
タ
ー
ト
地
で
あ
る
楢

葉
町
で
も
「
復
興
の
火
」
を
灯
せ
な
い
か
。

答
（
復
興
推
進
課
長
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
リ
レ
ー
が
終
わ
っ
た
後
、
聖
火
を
残

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、

不
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。

提
言　

少
し
で
も
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

つ
い
て

　

復
興
計
画
で
は
、
町
が
推
進
す
る
復
興

の
二
本
柱
で
あ
っ
た
「
魅
力
あ
る
教
育
」

と
「
農
業
の
再
生
」
に
「
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
」
を
加
え
、
３
つ
の
重
点
施
策

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

問　

改
正
健
康
増
進
法
に
対
す
る
町
の
対

応
は
。

答
（
町
長
）
役
場
本
庁
舎
及
び
東
庁
舎
は
、

指
定
喫
煙
所
以
外
で
の
喫
煙
は
禁
じ
る
対

応
を
と
っ
て
お
り
、
町
教
育
関
連
施
設
も
、

指
定
場
所
以
外
で
の
敷
地
内
禁
煙
を
す
で

に
実
施
し
て
い
る
。

問　

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
一
方
、
喫
煙

者
の
権
利
を
尊
重
す
る
必
要
も
あ
る
。
現

在
、
町
内
の
人
が
集
ま
る
場
所
に
喫
煙
所

は
ど
の
程
度
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）　

喫
煙
所
と
言
え
る
も
の

は
３
カ
所
。
現
状
、
吸
わ
な
い
方
は
立
ち
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い
っ
ぱ
ん
質
問

町
政
を
問
う
！

結
城　

政
重　

議
員

�

◆�

第
二
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
つ

い
て

　

平
成
25
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
福

島
第
二
原
子
力
発
電
所
（
以
下
、「
第
二
原

発
」）
の
廃
炉
を
決
議
し
て
以
来
、
当
議
会

は
毎
年
、
国
や
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
（
以
下
、「
東
京
電
力
」）
に
対
す

る
要
望
活
動
の
中
で
一
貫
し
て
廃
炉
を
求

め
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
東
京
電
力
も
正

式
に
廃
炉
を
決
定
し
た
。

①　

廃
炉
の
概
要
に
つ
い
て

問　

わ
ず
か
一
週
間
で
廃
炉
が
決
定
さ
れ

た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
。

答
（
町
長
）
７
月
24
日
、
東
京
電
力
か
ら

福
島
県
及
び
楢
葉
・
富
岡
両
町
に
、
廃
炉

計
画
の
概
要
等
に
つ
い
て
報
告
と
協
力
の

要
請
が
あ
っ
た
。
町
は
、
復
興
対
策
本
部

会
議
で
検
討
を
行
い
、
対
応
方
針
を
決
定

し
、
７
月
30
日
に
県
及
び
両
町
か
ら
東
京

電
力
へ
回
答
を
行
っ
た
。
翌
31
日
、
東
京

電
力
の
取
締
役
会
に
お
い
て
廃
炉
が
正
式

に
決
定
さ
れ
た
。

問　

当
町
で
は
、
復
興
対
策
本
部
会
議
で

受
け
入
れ
を
決
め
た
と
あ
る
が
、
そ
の
構

成
メ
ン
バ
ー
は
。

答
（
復
興
推
進
課
長
）
町
長
を
筆
頭
に
三

役
、
プ
ラ
ス
管
理
職
で
組
織
を
し
て
い
る
。

問　

な
ぜ
、
議
会
に
相
談
し
な
か
っ
た
の

か
。
そ
の
理
由
は
。

答
（
く
ら
し
安
全
対
策
課
長
）
廃
炉
に
向

け
た
東
京
電
力
の
考
え
方
に
つ
い
て
理
解

し
、
県
・
立
地
町
の
３
者
協
議
に
よ
り
回

答
し
た
も
の
。
議
会
も
、
一
日
も
早
い
廃

炉
を
望
ん
で
い
る
と
考
え
た
。

問　

今
後
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
期
間
を
と
っ
て
、
町
も
議
会
に
丁
寧

な
説
明
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
（
く
ら
し
安
全
対
策
課
長
）
今
後
、
具

体
的
な
計
画
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
議
会

と
情
報
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

問　

使
用
済
燃
料
を
保
管
す
る
貯
蔵
施
設

の
規
模
や
設
置
す
る
場
所
は
。

答
（
町
長
）　

現
段
階
で
は
未
定
で
あ
る
。

問　

現
在
約
１
万
体
の
使
用
済
燃
料
が
第

二
原
発
に
あ
る
が
、
こ
れ
を
保
管
す
る
の

に
必
要
な
キ
ャ
ス
ク
の
数
は
。

答
（
く
ら
し
安
全
対
策
課
長
）
１
基
に
約

50
～
70
体
の
使
用
済
燃
料
が
入
る
た
め
、

１
４
０
か
ら
２
０
０
基
の
キ
ャ
ス
ク
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。

県
外
搬
出
を
担
保
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
国
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

①　

財
政
面
に
つ
い
て

問　

廃
炉
の
決
定
に
よ
り
、
交
付
金
関
係

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
（
町
長
）
こ
れ
ま
で
の
電
源
交
付
金
等

は
終
了
し
、
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地

域
基
盤
整
備
支
援
事
業
交
付
金
が
、
廃
止

後
10
年
間
、
総
額
約
40
億
円
が
交
付
さ
れ

る
試
算
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
原
発
は
、

計
画
廃
炉
と
は
事
情
が
異
な
る
た
め
、
現

行
制
度
に
代
わ
る
財
政
処
置
を
、
国
に
対

し
て
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

問　

大
規
模
償
却
税
は
、
今
ま
で
通
り
維

持
さ
れ
る
の
か
。

答
（
町
長
）
廃
炉
工
程
の
な
か
で
、
緩
や

か
に
減
少
し
て
い
く
と
予
測
し
て
い
る
。

問　

最
終
処
分
場
が
決
ま
っ
て
い
な
い
現

段
階
で
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
は
、
そ

の
ま
ま
な
し
崩
し
に
第
二
原
発
の
敷
地
内

に
固
定
化
さ
れ
る
危
険
性
が
強
い
。
今
後

締
結
さ
れ
る
安
全
確
保
協
定
書
に
は
、
県

外
搬
出
の
明
文
化
と
、
大
熊
、
双
葉
両
町

に
あ
る
中
間
貯
蔵
施
設
と
同
様
、
40
年
後

に
は
必
ず
県
外
へ
搬
出
す
る
と
い
っ
た
内

容
の
法
制
化
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
と
思

う
が
。

答
（
町
長
）
町
民
の
安
全
第
一
を
掲
げ
、県
・

国
・
事
業
者
等
と
し
っ
か
り
と
議
論
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

問　

廃
炉
作
業
が
終
了
す
る
40
年
後
ま
で

に
は
、
必
ず
県
外
へ
搬
出
す
る
と
説
明
し

て
い
る
が
、
そ
の
担
保
は
。

答
（
町
長
）「
遅
く
と
も
廃
炉
終
了
ま
で
に
、

全
量
を
県
外
に
搬
出
す
る
こ
と
が
廃
炉
の

大
前
提
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
可

能
な
限
り
早
期
の
搬
出
を
求
め
て
い
る
。

問　

現
在
、
東
京
電
力
と
日
本
原
子
力
発

電
と
で
青
森
県
む
つ
市
に
建
設
中
の
中
間

貯
蔵
施
設
に
搬
出
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
（
町
長
）
国
が
最
終
的
に
決
定
す
る
こ

と
だ
が
、
可
能
性
と
し
て
は
大
き
い
と
町

と
し
て
も
考
え
る
。

問　

町
も
、
国
や
東
京
電
力
に
対
し
て
知

事
同
様
、
県
外
搬
出
の
声
を
強
く
発
信
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
国
が
関
与
し
な
け
れ
ば
進
ま

な
い
。
立
地
町
、
県
、
国
、
事
業
者
と
連

携
し
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

第
二
原
発
と
の
安
全
確
保
協
定
の
締

結
を
い
つ
頃
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）　

現
段
階
で
は
未
定
で
あ
る
。

県
・
富
岡
町
と
協
議
し
、
協
定
締
結
に
向

け
進
め
て
い
く
。

問　

協
定
書
に
「
必
ず
廃
炉
作
業
が
終
了

す
る
ま
で
は
、
県
外
に
搬
出
す
る
」
と
い

う
文
言
を
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
（
町
長
）
協
議
の
中
で
発
言
し
て
い
く
。

仮
に
協
定
に
文
言
が
入
ら
な
い
場
合
も
、
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町
政
を
問
う
！

◆�

町
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

　

復
興
の
柱
に
し
て
い
る
教
育
の
充
実
（
日

本
一
の
教
育
を
目
指
す
）
は
、
現
在
、
中

学
校
校
舎
で
南
・
北
小
学
校
と
中
学
校
が

連
携
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。
今
後
は
南
・
北
小
学
校
を

統
合
し
、
小
・
中
の
９
年
間
で
独
自
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
め
、
特
色
あ
る
教
育
を

打
ち
出
せ
る
一
貫
教
育
を
模
索
す
べ
き
と

思
わ
れ
る
。

問　

ど
の
よ
う
な
教
育
方
針
を
立
て
日
本

一
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
） 

地
域
の
復
興
・
発
展
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、「
日
本

一
の
教
育
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
①
少
人
数
で
あ
る
こ

と
を
生
か
し
た
教
育
、
②
地
域
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
よ
う
な
、
主
体
的
な
学
び

を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜

く
人
材
を
育
て
る
教
育
、
③
「
非
認
知
ス

キ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
能
力
を
伸
ば
す
教
育
、

④
自
分
の
得
意
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
し
、

地
域
の
復
興
や
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
教
育
の
４
つ
を
教
育
方
針
と

し
て
い
る
。

問　

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
南
・
北
小
を

統
合
す
る
時
期
を
決
め
る
と
の
報
道
も
あ

る
が
、
検
討
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
な
議

論
を
し
て
き
た
の
か
。

答
（
教
育
長
） 

今
年
５
月
、
学
校
運
営
等

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、「
小
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
」、「
小
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
」、

「
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
」

の
３
項
目
を
議
論
し
て
き
た
。

問　

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

ま
と
め
ら
れ
た
の
か
。

答
（
教
育
総
務
課
長
）　

小
学
校
の
統
合
に

つ
い
て
は
、
委
員
の
大
部
分
の
方
が
統
合

す
べ
き
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
両
校
が

培
っ
て
き
た
伝
統
、
歴
史
、
地
域
と
の
関

わ
り
、
つ
な
が
り
等
を
十
分
配
慮
し
な
が

ら
統
合
を
進
め
る
べ
き
と
の
こ
と
。

　

小
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

児
童
生
徒
の
推
移
等
を
勘
案
す
る
と
、
現

在
、
楢
葉
ま
な
び
館
と
し
て
使
っ
て
い
る

南
小
学
校
を
校
舎
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
の
こ
と
。

　

小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
な
が
ら
連
携
を
進
め
る
べ
き
と
い
う
内

容
で
あ
る
。

の
運
動
公
園
は
、
公
園
内
の
体
育
施
設
等

に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
を
採
用
し
、
施

設
が
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
町
外
の

施
設
の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
愛
称
命

名
の
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

問　

野
球
場
等
の
利
用
促
進
の
た
め
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
等
の
大
会
や
合
宿
を
行
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
関
係
協
会
等
に
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
る
。

問　

自
炊
し
な
が
ら
宿
泊
で
き
る
宿
泊
施

設
（
研
修
所
、
合
宿
所
）
を
整
備
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）　

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
方
に

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
町
内
の
施
設
に
宿
泊
し
て
も
ら

い
、
合
宿
や
大
会
を
誘
致
し
て
い
く
。
合

宿
施
設
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
、
町
に
あ
る
環
境
を
最
大
限

に
生
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問　

自
炊
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
初
め
て
、

戦
略
的
な
広
報
活
動
に
よ
る
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
利
用
拡
大
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

自
炊
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
る
べ
き
で

は
。

答
（
教
育
長
）　

大
変
重
要
で
あ
り
、
し
っ

か
り
と
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

現
在
の
小
中
連
携
か
ら
小
中
一
貫
教

育
へ
移
行
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
（
教
育
長
）　

当
面
は
、
小
中
の
連
携
教

育
を
推
進
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
し
か

し
、
将
来
的
に
は
県
内
市
町
村
の
動
向
等

を
視
野
に
、
小
中
一
貫
方
式
の
導
入
も
検

討
し
て
い
く
。

◆�

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
拡
大
を
目

指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

震
災
後
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
な
ら

は
球
場
、
ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
の
建
築
な
ど
、

復
興
の
柱
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
促
進

を
見
据
え
、「
健
康
づ
く
り
」
を
加
え
て
い

る
。
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
町
内
外
の
個
人
、
企

業
や
団
体
等
の
利
用
者
を
増
や
し
、
交
流

人
口
拡
大
へ
繋
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問　

ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
の
施
設
利
用
者
か

ら
の
声
で
改
善
を
検
討
す
る
課
題
が
あ
る

か
。

答
（
教
育
長
）
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
の

マ
シ
ン
に
つ
い
て
、
追
加
の
要
望
が
複
数

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
対
応
を
検
討
し
て
い

る
。

問　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
と
し
て
周
知
す
る
た
め
、「
ス
カ
イ
ア

リ
ー
ナ
」
の
よ
う
に
愛
称
を
募
集
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
公

園
の
名
称
と
し
て
開
設
当
初
か
ら
町
内
外

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
県
内
の
主
要
な
他 宇

佐
見　

雅
夫　

議
員
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東京電力からの説明を受けました

２　

廃
炉
の
概
要


廃
炉
工
程

○
１
基
あ
た
り
30
年
程
度
の
工
程
。

○�

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
福
島
第

一
」）
の
廃
炉
と
並
行
す
る
た
め
、
全
４
基

の
廃
炉
を
終
え
る
に
は
40
年
を
超
え
る
見
通

し
。


使
用
済
燃
料
の
取
扱
い

○�

使
用
済
燃
料
（
約
１
万
本
）
は
、
廃
炉
終
了

ま
で
に
全
量
県
外
へ
搬
出
す
る
方
針
。
で
き

る
だ
け
早
期
の
搬
出
に
努
め
る
。

○�

廃
炉
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
乾
式
キ
ャ
ス

ク
に
よ
る
貯
蔵
施
設
を
構
内
に
設
置
。
使
用

済
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
燃
料
取
出
し
を
計
画

的
に
実
施
。


廃
炉
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
向
け
た
取
組
み

○�

資
機
材
の
調
達
を
含
め
、
地
元
企
業
が
参
画

可
能
な
多
く
の
機
会
を
設
定
。

○�

廃
炉
に
伴
い
発
生
す
る
解
体
物
は
法
に
基
づ

き
適
切
に
処
理
。
解
体
物
の
保
管
容
器
調
達

や
有
用
物
の
有
効
利
用
促
進
な
ど
を
通
じ

て
、
地
域
の
振
興
に
も
寄
与
。

○�

福
島
第
一
の
廃
炉
と
あ
わ
せ
て
検
討
・
具
体

化
し
、
地
域
住
民
に
計
画
段
階
か
ら
丁
寧
に

説
明
し
、
と
も
に
廃
炉
を
進
め
る
。

３　

乾
式
キ
ャ
ス
ク
の
安
全
性
に
つ
い
て

�

乾
式
キ
ャ
ス
ク
は
、
使
用
済
燃
料
の
冷
却
に

水
や
電
源
を
使
用
し
な
い
安
全
性
に
優
れ
た

貯
蔵
方
式
。
多
く
の
採
用
実
績
が
あ
る
。

�

福
島
第
二
の
乾
式
貯
蔵
施
設
で
は
、
具
体
的

な
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
際
に
速
や
か
に
搬
出

で
き
る
よ
う
、
輸
送
の
認
可
を
取
得
済
み
で

あ
る
輸
送
・
貯
蔵
兼
用
キ
ャ
ス
ク
を
使
用
予

定
。

　

本
年
７
月
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
株
）（
以
下
「
東
京
電
力
」）
で
は
、
当
町
に

立
地
し
て
い
る
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
（
以

下
「
福
島
第
二
」）
の
全
号
機
廃
炉
を
正
式
決

定
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
に

関
す
る
調
査
と
し
て
、
正
式
決
定
ま
で
の
経
緯

や
廃
炉
の
内
容
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
に
説
明

を
求
め
た
。

４　

ま
と
め

　

東
京
電
力
に
よ
る
福
島
第
二
の
廃
炉
正
式
決

定
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
12
月
よ
り
継
続
し

て
廃
炉
を
求
め
て
き
た
当
議
会
と
し
て
は
、
一

定
の
評
価
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
東
京
電
力
は
、
廃
炉
の
正
式

決
定
と
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
新
設
と
い
う

重
要
な
案
件
を
、
県
と
町
へ
の
説
明
の
み
で
強

行
し
た
感
は
否
め
な
い
。
今
後
、
重
要
な
案
件

に
つ
い
て
は
、
立
地
町
議
会
や
地
域
住
民
に
対

し
丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ
う
、
町
及
び
東
京
電

力
に
対
し
強
く
求
め
た
。

　

ま
た
、
町
民
か
ら
は
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵

施
設
が
、
恒
久
的
な
保
管
と
な
る
こ
と
へ
の
不

安
の
声
が
聞
か
れ
る
。
次
の
世
代
の
た
め
に
も
、

40
年
以
内
に
全
量
県
外
へ
搬
出
す
る
こ
と
を
安

全
協
定
内
に
明
文
化
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
併

せ
て
、
廃
炉
後
の
敷
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

現
段
階
か
ら
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

委員会の
うごき ＝ 各委員会の活動をお知らせします ＝

１ 福島第二の廃炉正式決定までの経緯

　⑴� �平成30年６月14日　東京電力社長が福島県知事を訪問した

際、「福島第二の全号機を廃炉の方向で具体的に検討を進めて

いく」旨を表明。

　⑵ �令和元年７月24日　東京電力から福島県と立地両町への検討

状況報告及び協力要請。

　⑶ 令和元年７月30日　県・両町から東京電力へ回答。

　⑷ 令和元年７月31日　東京電力取締役会で廃炉を正式決定。

　　 東京電力から県と両町が報告を受ける。
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総務環境常任委員会
町税の現状について　　　　　　　　　　　　　　【調査日：令和元年７月９日】

定住人口促進対策について（富山県舟橋村）  �  【調査日：令和元年８月26～28日】

　

町
税
は
、
町
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
う

え
で
基
盤
と
な
る
財
源
で
あ
る
。
震
災
後
の
各
種

減
免
措
置
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
通
常
課
税
に
戻
り
つ

つ
あ
る
中
、
当
委
員
会
で
は
、
町
税
の
現
状
と
し

て
、
税
務
課
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　

３　

ま
と
め

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
や
国
民
健

康
保
険
税
な
ど
、
減
免
措
置
の
影
響
に
よ
り
震
災

前
の
収
入
額
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
一
方
、
法

人
住
民
税
な
ど
税
収
が
増
加
し
て
い
る
税
目
も
あ

り
、
概
ね
震
災
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。

　

し
か
し
、
今
後
国
に
よ
る
減
免
措
置
の
終
了
に

伴
い
滞
納
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
税
負
担
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
の
収
納

率
の
向
上
策
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
町
に

立
地
す
る
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
が
正

式
に
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
税
収
の
６
割
以
上

を
占
め
て
い
る
固
定
資
産
税
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
る
の
か
、
早
急
な
影
響
額
の
試
算
と
減
収
と
な

る
場
合
の
財
源
確
保
へ
向
け
た
取
組
み
を
求
め
た
。

　

震
災
と
原
子
力
災
害
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
当
町
に
と
っ
て
、
今
後
急
速
に
進
む
人

口
減
少
の
中
、
定
住
人
口
を
い
か
に
し
て
増
加

さ
せ
る
か
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

当
委
員
会
で
は
、
町
の
定
住
人
口
促
進
に
資

す
る
た
め
、
25
年
で
人
口
が
倍
増
し
て
い
る
富

山
県
中
新
川
郡
舟
橋
村
を
視
察
し
、
人
口
増
の

要
因
や
村
独
自
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

１　

舟
橋
村
の
概
要

　

富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
隣
接
す
る

富
山
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
人
口
・
世

帯
数
と
も
に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

○
面
積

：

３
・
47 

k㎡

　

（
日
本
一
面
積
の
小
さ
な
自
治
体
）

○
人　

口

：

３
，
１
３
７
人

　

世
帯
数

：

１
，
０
９
３
世
帯
（
９
月
現
在
）

１ 税収の推移（単位：千円）

区　分 H22 H27 H28 H29 H30

町　税 2,288,014 1,709,715 1,698,119 1,933,294 1,944,537

町　民　税 329,822 371,491 380,269 530,280 562,293

固定資産税 1,870,382 1,262,557 1,239,319 1,326,855 1,295,655

軽自動車税            15,759 14,388 17,604 18,016 19,177

町たばこ税 50,808 58,309 52,413 45,140 54,407

入　湯　税 21,243 3,070 8,514 13,003 13,005

国民健康保険税 168,721 3,400 18,569 26,990 29,065

２ 収入未済額の推移（単位：千円）

区　分 H28 H29 H30
H30
不納

欠損額

町　税 3,295 15,258 38,474 142

町　民　税 2,294 13,507 34,515 43

固定資産税 6 758 3,174 0

軽自動車税            995 993 785 99

町たばこ税 0 0 0 0

入　湯　税 0 0 0 0

国民健康保険税 6,471 8,215 9,268 78

舟
橋
村
吉
田
課
長
（
右
）
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た

○人口推移

Ｓ63 Ｈ10 Ｈ20 R1

人口 1,445 1,866 2,941 3,137

世帯数 349 529 947 1,097
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町
で
は
、
農
業
の
再
生
を
復
興
の
柱
に
位
置

付
け
、
震
災
以
前
よ
り
主
力
作
物
だ
っ
た
水
稲

栽
培
に
加
え
、
新
た
な
農
産
物
の
産
地
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

当
委
員
会
で
は
、
今
後
の
町
の
農
業
再
生
に

資
す
る
た
め
、
農
産
物
産
地
化
及
び
６
次
化
の

先
進
地
と
し
て
、
富
山
県
舟
橋
村
を
視
察
し
、

法
人
に
よ
る
農
業
経
営
や
農
産
物
の
商
品
化
へ

向
け
た
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

１　

舟
橋
村
の
農
業
の
概
要

○
作
付
の
状
況

・
農
地
面
積　

約
１
８
０
ha

・
農
地
の
86
％
が
米
の
作
付

・
野
菜
は
11
％
（
白
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
等
）

○
認
定
農
家
（
担
い
手
）

・
10
経
営
体
（
個
人
５
、
法
人
５
）

　

集
積
率
58
％

○
課
題

・
経
営
体
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

２　

村
内
農
業
者
の
取
組
み

○
農
事
組
合
法
人
東
和

・
富
山
市
の
酒
造
会
社
へ
米
の
供
給
。
そ
の
酒

粕
を
利
用
し
た
味
噌
を
製
造
、
販
売
。

○
（
株
）
森
崎

・
建
設
業
か
ら
新
規
参
入
し
、
水
耕
栽
培
に
よ

る
ト
マ
ト
の
生
産
、
直
売
、
加
工
品
開
発
を

行
っ
て
い
る
。

○
北
陸
機
材
（
株
）

・
道
路
照
明
等
の
会
社
か
ら
農
業
へ
参
入
。
レ

タ
ス
の
水
耕
栽
培
（
植
物
工
場
）
に
取
組
み
、

県
内
ス
ー
パ
ー
や
県
外
の
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
へ

納
入
し
て
い
る
。

○
農
業
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
組
み

・
若
手
生
産
者
が
中
心
と
な
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
作
物
の
Ｐ
Ｒ
や
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
り
、
法
人

強
化
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
。

３　

６
次
化
の
取
組
み

○
お
※
（
こ
め
）食
堂

・�

富
山
地
方
鉄
道
本
線
「
越
中
舟
橋
駅
」
内
で

営
業
し
て
い
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
。

・�

富
山
県
の
６
次
産
業
化
事
業
補
助
金
を
活
用

し
て
開
業
。

・�

地
元
舟
橋
村
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
玄
米
、
野

菜
、
味
噌
、
麹
な
ど
を
使
っ
た
健
康
的
な
料

理
を
提
供
。

・
商
品
化
し
た
玄
米
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

４　

ま
と
め

　

舟
橋
村
で
は
、
異
業
種
法
人
の
新
規
参
入
な

ど
に
よ
り
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
て
お
り
、

今
後
町
で
も
参
考
と
す
べ
き
事
例
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
６
次
化
へ
の
取
組
み
と
し
て
は
、
若

手
生
産
者
が
中
心
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
や
地
元
食
材
を
使
っ
た
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
行
政
だ
け
に
頼
ら
な
い

自
主
的
な
取
組
み
が
見
ら
れ
た
。

　

次
世
代
へ
町
の
農
業
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
生

産
者
の
発
想
力
や
民
間
の
活
力
を
上
手
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２　

「
舟
橋
村
環
境
総
合
整
備
計
画
」
の
策
定

○
平
成
20
年

：

富
山
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
締

結
。

○
舟
橋
村
環
境
総
合
整
備
計
画

・
将
来
像

：

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

・�

目
標

：

子
供
を
育
て
る
な
ら
舟
橋
村
！
住
み
続

け
る
な
ら
舟
橋
村
！

・�

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

：

５
年
間
で
40
世
帯

の
子
育
て
世
代
の
人
口
流
入
、
年
間
30
人
の
出
生

・
持
続
可
能
な
村
へ
～
地
域
と
し
て
生
き
残
る
～

３　

地
方
創
生
へ
の
取
組
み

○
異
業
種
間
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り

・�

産
（
産
業
）
学
（
大
学
）
官
（
村
）
金
（
金
融

機
関
）
が
連
携
。

○
モ
デ
ル
エ
リ
ア
の
整
備

・�

子
育
て
支
援
賃
貸
住
宅
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
公
園
の
整
備
。

 

・�「
与
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
住
民
自
ら
が「
関

わ
る
楽
し
さ
」
へ
の
転
換
。

４　

ま
と
め

　

舟
橋
村
は
、
立
地
の
良
さ
や
交
通
の
利
便
性
な

ど
の
好
条
件
が
要
因
と
な
り
人
口
増
加
に
つ
な

が
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
流
入
人
口
を
継
続

さ
せ
る
た
め
の
様
々
な
政
策
は
、
町
と
し
て
も
参

考
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
学
や
民
間
企
業
と

の
連
携
に
よ
り
、
正
確
な
現
状
把
握
と
課
題
の
分

析
、
政
策
の
検
証
を
実
践
し
て
お
り
、
住
民
を
主

体
的
に
参
加
さ
せ
る
仕
掛
け
づ
く
り
も
非
常
に
優

れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

当
町
よ
り
小
規
模
な
自
治
体
で
あ
る
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
先
進
的
な
取
組
み
を
実
践
し
、
定
住
人
口

の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
た
。
当
町
に
お
い
て
も
、

住
民
主
導
や
大
学
・
民
間
企
業
と
の
連
携
な
ど
、

多
く
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
政
策
決
定
の
手
法
を

参
考
に
、
定
住
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

経済福祉常任委員会
農産物産地化及び６次化への取組み（富山県舟橋村）  

 � 【調査日：令和元年８月26～28日】

トマト工場の視察



16令和元年12月５日　発行

議会報告会並びに意見交換会
　「楢葉町議会報告会並びに意見交換会」を下記の日程にて開催いたします。
皆様のご意見などをお聞きし、今後の議会活動に活かしたいと考えておりますので、
多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

◆開催日 １２月２１日（土）
〈どちらの会場でも来場可能です〉

令和元年12月定例会は、 12月11日（水）から開会予定です。

● 場　所
　 楢葉町役場　3階　議場

※�議会を傍聴される際には、決まりを守り

静粛に傍聴されるようお願いいたします。

　�なお、席には限りがありますので、予め

ご了承ください。

◆ 傍聴の際守っていただくこと ◆

①�携帯電話等は電源を切るか、音を発しないように設定してください。

　�また、通話や撮影、録音は行わないでください。

②�傍聴席では静粛を旨とし、次の事項をお守りください。

・�議場における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと。

・�談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てないこと。

・飲食又は喫煙をしないこと。

・みだりに席を離れないこと。

・�不体裁な行為又は他人の迷惑となる行為をしないこと。

・�その他議場の秩序を乱し、又は議事の妨害となるような行為をしないこと。

【開会日は変更となる場合があります。予めご了承ください。】

発行・編集者

 葉 町 議 会
双葉郡葉町大字北田字鐘突堂５番地の６

☎0240-23-6132　Fax0240-25-5564

時　間 会　　場

10：00～ みんなの交流館    ならはＣＡＮvas
（笑ふるタウンならは内）

13：30～ 地域交流文化拠点 楢葉まなび館
（旧楢葉南小学校）　　　　ランチルーム


